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▷関連4〜7ページ

場など、施設整備
年度決算を認定

令和元年 第3回 定例会（8月30日〜9月24日）

こんなことが決まりました。

議
案
第
89
号
平
成
30
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
ほ
か
６
件

平
成
30
年
度
決
算
を

認
定
し
ま
し
た

	 市長提出議案	 23件
	 議員提出議案	 1件

令和元年第3回定例会を8月30日から9月24日まで開催しました。
平成30年度決算認定を含む市長提出議案23件を、いずれも原案のとおり同意・可決・
認定しました。
また、議員提出議案「定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の
堅持及び拡充を求める意見書」を採択し、国の関係機関に送付しました。

9
月
11
日
か
ら
13
日
、
17
日
の
4
日
間
、
予
算
決
算
委
員
会

を
開
催
し
、
決
算
内
容
を
審
査
し
、
本
会
議
最
終
日
に
す
べ

て
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

決
算
額

　
歳
入
総
額

　
　
4
3
7
億
4
9
8
3
万
円

　
歳
出
総
額

　
　
4
1
1
億
8
4
7
8
万
円

　（	

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

	

企
業
会
計
（
収
益
的
収
支
）

	

の
合
計
）

	

※
万
円
未
満
切
り
捨
て
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親子交流館・新斎
を進めた平成３０

議
案
第
74
号
田
原
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例

議
案
第
85
号
伊
良
湖
岬
小
学
校
新
築
工
事
請
負
契
約

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
す

伊
良
湖
岬
小
学
校
の

新
築
工
事
が
開
始
さ
れ
ま
す

臨
時
・
非
常
勤
職
員
全
体
の
任
用
根
拠
の
明
確
化
及
び
適
正

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
29
年
５
月
に
地
方
公
務
員
法

及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、創
設
さ
れ
た
「
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
」
が
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
導
入

さ
れ
ま
す
。

伊
良
湖
岬
小
学
校
の
新
築
工
事
が
、伊
良
湖
岬
中
学
校
の
跡
地

及
び
北
側
拡
張
用
地
で
開
始
さ
れ
ま
す
。
新
校
舎
は
、「
ひ
と
つ

屋
根
の
み
ん
な
の
学
校
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、周
囲
の

地
形
と
調
和
す
る
大
ら
か
な
勾
配
屋
根
を
も
ち
、中
心
に「
み
ん

な
の
広
場
」を
設
け
た
コ
ン
パ
ク
ト
で
使
い
や
す
い
機
能
的
な

学
校
と
し
て
整
備
が
進
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、災
害

発
生
時
に
は
避
難
所
と
な

る
た
め
、防
災
倉
庫
や
非

常
用
発
電
機
も
整
備
さ
れ

ま
す
。
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問	

運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業
の
成
果

と
返
納
者
の
意
見
は
。

答	

田
原
市
民
で
免
許
証
を
返
納
し
た
方

（
70
歳
以
上
）
の
約
7
割
が
本
事
業
を
利

用
し
た
。
ぐ
る
り
ん
バ
ス
無
料
乗
車
券

と
元
気
パ
ス
の
利
用
期
間
を
も
っ
と
長

く
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

問	

定
住
・
移
住
促
進
奨
励
金
交
付
件
数

1
5
9
戸
の
内
訳
と
市
外
か
ら
の
転
入

の
状
況
は
。

答	

内
訳
は
、
市
外
か
ら
転
入
30
戸
、
市
内

の
社
宅
等
か
ら
新
築
43
戸
、
そ
の
他
86

戸
。
転
入
は
、
豊
橋
市
か
ら
26
戸
、
豊

川
市
、蒲
郡
市
、西
尾
市
か
ら
各
1
戸
、

大
阪
府
か
ら
1
戸
。
転
入
30
戸
は
人
数

に
し
て
1
0
4
人
。

問	

レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ス
運
行
事
業
の
成
果
は
。

答	

日
本
一
の
花
き
生
産
地
を
認
識
、
品
質
の

高
さ
を
体
感
し
て
も
ら
え
た
。
テ
レ
ビ
放

映
も
あ
り
、
約
1
億
4
7
0
0
万
円
相
当

の
広
告
効
果
あ
り
と
算
出
さ
れ
た
。

問	

結
婚
相
談
事
業
の
取
り
組
み
と
30
年
度

6
組
の
成
婚
数
の
評
価
は
。

答	

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
親
向
け
の

結
婚
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
東
三
河

5
市
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ハ
ピ
ク
ル
」

の
始
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
等
へ

の
状
況
説
明
と
婚
活
支
援
補
助
金
の
活

用
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。
成
婚
の
6

組
は
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
出
会

い
、
平
成
30
年
度
中
に
結
婚
さ
れ
た

方
々
で
あ
り
、
す
ぐ
に
成
果
に
結
び
つ

く
も
の
で
は
な
く
、
評
価
は
難
し
い
。

問	

市
役
所
窓
口
で
の
手
話
通
訳
者
利
用
状

況
と
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
実
績

は
。

答	
市
役
所
で
の
手
続
き
や
相
談
対
応
な
ど

年
間
で
1
8
5
件
の
対
応
を
し
た
。

	

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
は
、
受
講
者
7

名
、
う
ち
修
了
者
は
6
名
。

問	

健
康
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
導
入
後
の
状
況
は
。

答	

コ
ン
パ
ク
ト
で
良
い
と
い
う
意
見
が
あ

る
反
面
、
従
来
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
へ

の
要
望
も
あ
り
、
よ
り
使
い
や
す
く
扱

い
や
す
い
も
の
へ
の
改
善
が
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。

問	

成
人
検
診
受
診
率
向
上
の
た
め
の
対
策
は
。

答	

有
効
な
年
代
の
方
へ
の
再
通
知
、
ま
た

受
診
率
向
上
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
へ
の
働

き
か
け
や
、
託
児
付
き
集
団
検
診
の
周

知
を
行
っ
た
。

問	

託
児
の
あ
る
日
と
な
い
日
で
、
子
宮
頸

が
ん
検
診
受
診
者
数
の
差
は
あ
っ
た
か
。

答	

託
児
な
し
の
日
の
受
診
者
数
は
平
均

5
・
2
人
、
託
児
あ
り
の
日
の
平
均
は

25
・
7
人
で
、
約
5
倍
と
い
う
結
果
に

な
っ
た
。

問	

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
は
減
少
し
た
か
。

答	

平
成
21
年
度
の
数
字
を
1
0
0
と
し
た

場
合
、
30
年
度
に
は
20
・
9
ま
で
減
少

し
た
。

平成30年度決算を認定
歳入総額　312億4286万円
歳出総額　289億9035万円 市長は、翌年度予算を決める3月の定例会までに、

前年度の決算について議会の認定を受けなければなり
ません。
9月11日から13日、17日の4日間にわたり、予算決
算委員会において決算内容を審査し、本会議最終日に
全ての決算を認定しました。

　（質疑は予算決算委員会でのもの）

一般会計

　市の会計のうち、基礎的な経理を中心
とした会計です。
平成30年度の予算は主に次のように使わ
れました。主なもののため、合計は一致
しません。（万円未満切り捨て）

総務費
31億6005万円

まち・ひと・しごと創生推進事業　
（定住・移住促進奨励金など）

5118万円

民生費
85億3276万円

高齢者福祉タクシー・バス料金助成事業
（バス･電車料金の助成など）

3671万円

衛生費
27億4547万円
斎場整備事業

（新斎場第１期造成工事など）
2億2169万円
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問	

海
外
販
路
拡
大
事
業
の
成
果
は
。

答	

豊
橋
市
、浜
松
市
、飯
田
市
と
連
携
し
、

三
遠
南
信
の
農
産
物
を
P
R
し
た
。
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
を
出
品

し
た
が
、
別
の
引
き
合
い
も
あ
り
、
産

地
と
し
て
の
認
知
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
香
港
で
は
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
の
通
年
で
の
需
要
が
あ
る
。

問	

花
き
販
路
拡
大
事
業
の
成
果
は
。

答	

東
京
都
内
の
花
屋
、
飲
食
店
で
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
著
名
な
華
道
家
、
都
内

の
大
学
と
連
携
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

等
を
実
施
し
、
田
原
市
の
花
き
を
P
R

し
て
い
る
。
幅
広
い
年
齢
層
に
周
知
で

き
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

問	

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で
の
全
国
丼
サ

ミ
ッ
ト
開
催
の
効
果
と
課
題
は
。

答	

2
日
間
で
約
5
万
7
千
人
の
来
場
者
が

あ
り
、
過
去
最
高
だ
っ
た
。
駐
車
場
の

確
保
が
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

問	

新
設
の
「
田
原
市
中
小
企
業
者
総
合
サ

ポ
ー
ト
サ
イ
ト
」
の
案
内
情
報
は
。

答	

商
品
開
発
、
販
路
拡
大
、
創
業・開
業
、

空
き
店
舗
情
報
な
ど
市
内
の
中
小
企
業

者
を
応
援
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

問	
観
光
体
験
博
覧
会「
た
は
ら
巡
り
～
な
」

の
実
績
は
。

答	

平
成
30
年
度
は
10
月
か
ら
6
カ
月
間
の

開
催
で
、
40
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
市

内
外
か
ら
7
0
5
0
人
の
参
加
が
あ
っ

た
。

問	

赤
羽
根
ロ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
花
き
販
売

拠
点
整
備
に
よ
る
効
果
と
販
売
実
績

は
。

答	

よ
り
新
鮮
な
田
原
市
産
切
り
花
の
販

売
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
新
し
い

商
品
の
販
売
が
可
能
と
な
っ
た
。
来

訪
者
へ
の
日
本
一
の
花
の
産
地
の
Ｐ

Ｒ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
平
成
30

年
度
の
販
売
実
績
は
、
鉢
花
等
も
含

め
、
約
2
7
0
0
万
円
だ
っ
た
。

問	

い
じ
め
・
不
登
校
に
対
す
る
、
教
育
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
は
。

答	

小
中
学
校
に
対
し
て
は
、
学
校
経
営
相

談
員
等
が
直
接
学
校
に
出
向
き
、
年
間

で
約
5
0
0
件
の
相
談
活
動
を
行
っ

た
。
家
庭
に
対
し
て
は
、
電
話
・
手
紙

相
談
の
他
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
対
応
が
約
1
7
0
件
と
最
多

だ
っ
た
。
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
配
置
に
よ
り
、
学
校
だ
け
で
な
く

関
係
機
関
と
連
携
で
き
、
支
援
体
制
が

広
が
っ
た
。

問	

小
中
学
校
の
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
の
設
置
状
況
は
。

答	
平
成
30
年
度
当
初
に
は
小
学
校
5
校
、

中
学
校
3
校
が
未
設
置
だ
っ
た
が
、
普

通
教
室
の
窓
側
部
分
に
つ
い
て
は
、
年

度
末
ま
で
に
全
校
設
置
が
完
了
し
た
。

教
室
と
廊
下
の
間
の
窓
ガ
ラ
ス
等
に
未

設
置
の
学
校
が
あ
る
の
で
、
残
り
2
カ

年
で
完
了
で
き
る
よ
う
進
め
る
。

農林水産業費
25億8713万円
農業経営活性化事業

（産地パワーアップ事業補助金など）
1億4607万円

商工費
7億2321万円
観光施設整備事業

（あかばねロコステーション改修など）
2328万円

教育費
32億6396万円
田原文化広場整備事業

（田原文化会館多目的ホール非構造部材耐震改修工事）
3213万円

※万円未満切り捨て
会計　　　　　　　　　		区分 歳入総額 歳出総額 差引額

特
別
会
計

国民健康保険 	 80億	7278万円 	 79億	2371万円 	 1億	4906万円
公共下水道事業 	 15億	6195万円 	 15億	1392万円 	 	4802万円
農業集落排水事業 	 7億	 981万円 	 6億	6906万円 	 	4074万円
田原福祉専門学校 	 1億	1666万円 	 1億	1665万円 	 	 1万円
後期高齢者医療 	 7億	5962万円 	 7億	5736万円 	 	 225万円

水道事業会計
（企業会計）

収益的収支 	 12億	8615万円 	 12億	1373万円 	 	7242万円
資本的収支 	 2億	6085万円 	 5億	8950万円 	 ▲3億	2865万円

＊水道事業会計（資本的収支）の不足分は、過年度分損益勘定留保資金、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補てんされました。

特別会計・企業会計 　一般会計と分けて経理する必要があるため、
　事業別に分けられた会計です。
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議
案	

№
74

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例問	

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
に
よ

る
財
政
へ
の
影
響
は
。

答	

職
員
の
任
用
の
必
要
性
、人
数
の
精
査
、

民
間
事
業
者
へ
の
業
務
委
託
へ
の
転
換

等
の
検
討
を
行
う
た
め
、
任
用
人
数
が

変
わ
る
が
、
仮
定
の
数
字
と
し
て
本
年

度
を
ベ
ー
ス
に
試
算
し
た
場
合
、
３
割

程
度
経
費
が
増
加
す
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

問	

地
方
公
務
員
法
に
規
定
さ
れ
る
守
秘
義

務
等
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
職
員

へ
の
指
導
は
。

答	
服
務
規
程
の
手
引
き
を
配
布
し
、
ま
た

所
管
課
と
調
整
し
研
修
を
開
催
す
る
。

問	

等
級
別
基
準
職
務
表
の
２
級
「
相
当
の

知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
職
務
」

と
は
。

答	

正
規
職
員
で
は
で
き
な
い
職
、例
え
ば
、

外
国
語
指
導
助
手(

Ａ
Ｌ
Ｔ)

な
ど
専
門

性
の
高
い
職
や
特
別
な
資
格
・
経
験
を

持
っ
て
い
る
人
が
２
級
と
な
る
。

問	

臨
時
職
員
の
保
育
士
の
処
遇
は
。

答	

学
校
・
図
書
館
司
書
と
同
様
に
期
末
手

当
な
ど
が
支
給
さ
れ
る
。
ま
た
、
担
任

を
持
つ
な
ど
正
規
職
員
と
変
わ
ら
な
い

場
合
は
任
期
付
職
員
と
し
て
の
任
用
も

検
討
し
た
い
。

（
９
／
６
総
務
産
業
委
員
会
）

議
案	

№
78

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

問	

手
数
料
の
引
き
上
げ
は
、
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
に
伴
う
も
の
か
。

答	

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
引
き

上
げ
に
伴
い
、
人
件
費
や
物
件
費
の
変

動
を
加
味
し
て
も
な
お
増
額
と
な
る
貯

蔵
量
区
分
の
手
数
料
の
改
正
で
あ
る
。

（
９
／
６
総
務
産
業
委
員
会
）

▪
令
和
元
年
第
3
回
定
例
会
議
案
一
覧

議
案
番
号

議
案
名

73

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
（
髙
崎
　
佐

智
江
氏
）

74

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例

75

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

76

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係

る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例

77

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
田
原

市
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

78

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

79

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

80

市
立
保
育
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

81

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

82

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

83

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

84

消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

85

伊
良
湖
岬
小
学
校
新
築
工
事
請
負
契
約

令
和
元
年
度
補
正
予
算

65

田
原
斎
場
火
葬
炉
設
備
工
事
請
負
契
約

66

公
共
下
水
道
赤
羽
根
浄
化
セ
ン
タ
ー
し

尿
等
受
入
施
設
建
設
（
土
木
・
建
築
）

の
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
の
締
結

86

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

87

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

88

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）

平
成
30
年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定

89

一
般
会
計

90

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

91

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

92

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

93

田
原
福
祉
専
門
学
校
特
別
会
計

94

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

95

水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算

認
定

議
案
番
号

議
員
提
出
議
案

1書見意
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及

び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　
今
定
例
会
で
は
、
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

議案に対する
委員会・本会議での
議員の質疑・意見です

主な質疑
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議
案	

№
80

市
立
保
育
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

問	

廃
止
と
な
る
「
保
育
所
運
営
委
員
会
」

と
そ
の
役
割
を
引
き
継
ぐ
「
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」
の
違
い
は
。

答	

田
原
市
立
保
育
園
の
利
用
定
員
見
直
し

や
保
育
料
の
改
定
な
ど
を
審
議
す
る

「
保
育
所
運
営
委
員
会
」
の
役
割
に
加

え
、
市
内
保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
の

サ
ー
ビ
ス
内
容
や
子
育
て
支
援
策
に
つ

い
て
の
審
議
を
行
う
。

問	

委
員
等
の
組
織
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
優
位
性
が
生
ま
れ
る

の
か
。

答	

子
育
て
支
援
に
か
か
わ
る
関
係
者
が
増

え
る
こ
と
で
、
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭

の
実
情
を
踏
ま
え
て
広
く
議
論
で
き
、

施
策
等
に
反
映
で
き
る
。

（
９
／
６
文
教
厚
生
委
員
会
）

議
案	

№
81

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正

問	

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
の
連
携
施
設

の
確
保
に
つ
い
て
経
過
措
置
の
期
限
を

5
年
か
ら
10
年
に
延
長
す
る
理
由
は
。

答	

連
携
施
設
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
の
基
準
省
令
に
よ
り

経
過
措
置
の
期
限
が
延
長
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
も
の
。

問	

本
市
の
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
の
状

況
は
。

答	
現
在
は
開
設
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
設

置
さ
れ
て
い
る
市
内
の
保
育
園
や
認
定

こ
ど
も
園
で
受
け
入
れ
が
で
き
て
お
り

開
設
の
動
き
は
な
い
。

（
９
／
６
文
教
厚
生
委
員
会
）

議
案	

№
85

伊
良
湖
岬
小
学
校
新
築
工
事
請
負
契
約

問	

校
舎
棟
等
の
面
積
が
縮
小
さ
れ
た
理
由

は
。

答	

校
舎
棟
は
各
教
室
の
配
置
換
え
、
体
育

館
棟
は
建
物
形
状
の
単
純
化
に
よ
る
も

の
。

問	

実
施
計
画
以
降
に
大
き
な
変
更
点
は
あ

る
か
。

答	

「
田
原
市
学
校
未
来
創
造
計
画
」
の
進

行
管
理
に
お
い
て
、
プ
ー
ル
の
集
約
化

を
図
る
こ
と
を
前
提
に
新
設
校
に
は

プ
ー
ル
を
整
備
せ
ず
、
近
隣
校
や
民
間

プ
ー
ル
等
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

問	

移
転
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答	

校
舎
棟
等
は
令
和
３
年
３
月
に
、
附
帯

工
事
は
令
和
３
年
６
月
に
工
事
完
了
を

予
定
。
令
和
３
年
９
月
か
ら
の
供
用
開

始
を
予
定
し
て
い
る
。

（
９
／
６
文
教
厚
生
委
員
会
）

■
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た

　

田
原
市
教
員
組
合
か
ら
の
陳
情
を
受
け
、

9
月
６
日
の
文
教
厚
生
委
員
会
で
の
審
議

後
、
９
月
24
日
の
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一

致
で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学

大
臣
な
ど
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

▽
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及
び
拡

充
を
求
め
る
意
見
書

（
意
見
書
の
内
容
）

・
小
学
校
・
中
学
校
の
少
人
数
学
級
の
拡
充

を
含
め
た
教
職
員
の
定
数
改
善
計
画
を
早

期
に
策
定
し
、
実
施
す
る
こ
と

・
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る

と
と
も
に
、
国
庫
負
担
率
を
２
分
の
１
に

復
元
す
る
こ
と
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公明党田原市議団
辻  史子

問  使用済み紙オムツを保護者が持ち帰るルールを見
直し、衛生面での感染拡大防止や保育士の負担軽
減、子育て支援策として園で処理すべきでは。

答 	 保護者による子どもの健康状態の確認や保管方法
などの課題があるので、保護者の意見や保育現場
の状況等をしっかりと把握したうえで判断する。

問  マイナンバーカードを活用したコンビニ交付サー
ビス（各種証明書の発行）への準備状況は。

答 	 住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、戸
籍の附票の写しの交付を予定。令和3年1月のサー
ビス開始を目指している。

問  市民、事業者との連携や啓発の取り組み状況は。
答 	 コミュニティ協議会を通じてごみ有料化後のごみ
量の状況報告会で、買い過ぎない、つくり過ぎな
い、食べ残さないの「3ない運動」や宴会の席な

保育園・認定こども園での使用済み紙
オムツの処理について

マイナンバーカードの普及について

食品ロス削減への取り組みについて

どで乾杯後30分間と終了前の10分間は自席で料
理を楽しむ「残さず食べよう！30・10運動」を
啓発。事業者にも「30・10運動」のチラシを配
布したり、ポスターを掲示してもらうなど普及・
啓発に取り組んでいる。

問  国際社会の共通目標である「誰一人取り残さない」
SDGs達成に向けた本市の取り組みは。

答 	「改訂版第1次田原市総合計画」における40施策
とSDGsに掲げられた17の目標を関連付けた「田
原市SDGs推進方
針」を策定した。
総合計画と一体
的にSDGs推進に
取り組む。

SDGs（持続可能な開発目標）の取り
組みについて

保護者の意見や保育現場の状況等をしっかりと把握した
うえで判断する

保育園・認定こども園で使用済み
紙オムツの処理をすべきでは

ここが聞きたい

一般質問
　一般質問とは、議員が自身の考えや市民の皆さんの声をもとに
市の行財政全般について方針や執行状況などを質問することです。
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ここが聞きたい 般一 質 問

問  本市における教育のICT化の取り組み状況は。
答 	 ICT機器の教育的効果を踏まえ、各学校へ電子黒
板、教師用及び児童・生徒用パソコン、指導用タ
ブレット、デジタル教材などの配置を進めてきた。

問  各小中学校へのタブレットなどの整備と普通教室
における無線LANの導入は。

答 	 各小中学校へのタブレットの導入は、来年2月を
めどに、各学校の最も多いクラスの人数分の配置
ができるよう整備を進めている。ネットワーク環
境については、各学校に移動式のルーターを2台
配置する。

本市における「教育のICT化」「プログ
ラミング教育」「新たな英語教育」の
取り組みについて

問  小学校の段階でプログラミング的思考を身につけ
るための具体的な取り組みは。

答 	 例えば、正三角形の特徴を学ぶ際に、コンピュー
ターに正三角形を描かせる。うまくいかなかった
場合、修正や改善を行い、その結果を確かめるこ
とにより、正三角形の特徴を理解するとともに、
プログラムで作動するコンピューターの仕組みも
学ぶことができる。

問  新たな学習指導要領全面実施に向けての英語教育
の取り組みは。

答 	 タブレット端末と大型モニターを活用し、担任が
ALTと協働して授業を展開する田原市独自の英語
学習システムの開発に取り組み、小学校の授業で
活用している。このシステムは、全国的にも先進
的な取り組みとなっている。

タブレットは来年2月をめどに整備し、無線ＬＡＮは各学校に
移動式ルーターを2台配置する

各小中学校におけるタブレットと
無線LANの導入は

自民クラブ
仲谷  政弘

一般質問

Ｐ 8 辻　　史子 保育園・認定こども園での使用済み紙オムツの処理について
マイナンバーカードの普及について、食品ロス削減への取り組みについて
SDGs（持続可能な開発目標）の取り組みについて

Ｐ 9 仲谷　政弘 本市における「教育のICT化」「プログラミング教育」「新
たな英語教育」の取り組みについて

Ｐ 10 村上　　誠 交通安全への取り組みについて、日本一の花の生産地をア
ピールするための沿道美化・道路整備について

Ｐ 11 廣中　清介 中小企業・小規模事業者支援の取り組みについて
Ｐ 10 岡本　禎稔 公金の管理及び運用について
Ｐ 12 内藤喜久枝 田原福祉専門学校の民営化について
Ｐ 13 岡本　重明 地場産業者の利益向上について、PFI事業について、市長公

約について
Ｐ 12 赤尾　昌昭 交通安全の取り組みについて
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問  交通公園での交通安全教室のカリキュラムについ
て指導員からの要望は。

答 	 交通指導員の意見や保育園からの要望を取り入れ
てカリキュラムを改善している。

問  日よけの場所がない交通公園の炎天下対策は。
答 	 開催時期や実施時間を工夫し、さらに建物の日陰
などを使い学習や休憩を行っている。

問  交通事故に対処するなどの交通安全指導ができる
施設が必要では。

答 	 さまざまな形状の道路や信号機を備え、交通安全
教育全般を学べる大規模な施設は、公共施設適正
化の観点からも困難である。

問  沿道美化によるみちづくりの状況は。
答 	 主要幹線道路は定期的に年２回、交通安全上危険
箇所は別途除草作業を実施。市外からの来訪者だ
けでなく、市民の方も快適に利用できるよう沿道

交通安全への取り組みについて

日本一の花の生産地をアピールするた
めの沿道美化・道路整備について

環境の維持管理を進める。

問  除草の方法や時期、回数を増やすなど検討できな
いか。

答 	 除草作業方法や時期、効果的な回数を検証する。
国・県道は、草刈り回数を増やしてもらうよう県
に要望する。

問  日本一の花の生産地をアピールする沿道美化の取
り組みは。

答 	 奨励花壇と沿道花壇の制度（※）や花苗の無料配
布を実施。また、市民緑花まつりで市民の緑化に
対する意識づけを行っている。

問  日本の道100選にも負けない道への取り組みは。
答 	 主要道路沿いの花壇に植栽を実施。また、奨励花
壇や沿道花壇のさらなる充実を図る。

市外からの来訪者だけでなく、市民の方も快適に利用できる
よう沿道整備を進める

公
金
の
管
理
及
び
運
用
に
つ
い
て

問 

基
金
の
運
用
方
法
は
。

答	

基
金
ご
と
に
市
内
の
金
融
機
関
を
対
象
と
し
た
入
札
を
実
施
し
、

お
お
む
ね
1
年
間
の
大
口
定
期
で
運
用
し
て
い
る
。

問 

金
融
機
関
が
破
綻
し
た
際
の
ペ
イ
オ
フ
対
策
は
。

答	

平
成
17
年
4
月
に
、
元
本
が
保
証
さ
れ
る
無
利
息
型
の
決
済
用

普
通
預
金
に
変
更
し
、
ペ
イ
オ
フ
対
策
を
し
た
。
歳
計
現
金
及

び
歳
入
歳
出
外
現
金
は
、
指
定
金
融
機
関
で
あ
る
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

銀
行
の
経
営
状
況
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
や
預
金
金
利
の
上
昇

に
よ
り
、
平
成
26
年
4
月
か
ら
決
済
用
普
通
預
金
か
ら
利
息
の

付
く
普
通
預
金
へ
変
更
し
た
。

沿道美化によるみちづくりの状況は

自由民主党田原市議団
村上  誠

田
原
市
資
金
管
理
運
営
委
員
会
を
定
期
的
に
開

催
す
る
こ
と
で
、
確
実
か
つ
効
率
的
な
運
用
を

行
っ
て
い
く

今
後
、
公
金
の
運
用
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
方
針
で
臨
む
の
か

自由民主党田原市議団
岡本  禎稔

（※）	奨励花壇：沿道や公園などで10㎡以上の花壇を管理する
団体に花苗の無料配布（年２回）と補助金を交付

	 沿道花壇：沿道の花壇やプランターを管理する個人や団
体に花苗を無料配布（年2回）
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ここが聞きたい 般一 質 問

問  後継者がいないために黒字でも廃業する事業者が
増えていると聞くが、事業承継に対する支援は。

答 	 後継者とのマッチング支援や事業引き継ぎに係る
契約条件の相談対応等の支援が必要と考える。

問  固定資産税3年間免除などの支援を受けられる先
端設備等導入計画を策定した中小企業者の認定の
状況は。

答 	 昨年7月から本年6月までで15件を認定した。

問  中小企業者総合支援事業の実績は。
答 	 平成30年度は、創業支援6件、出店促進3件、6次
産業化1件となっている。

問  中小企業者総合支援事業の周知方法は。
答 	 市の広報やホームページでの情報発信、田原創業
支援ネットワークのメンバーである田原・渥美両
商工会や金融機関窓口での情報提供、商工会によ
る個別訪問等で周知している。

中小企業・小規模事業者支援の取り組
みについて

問  田原創業支援ネットワークの相談窓口の体制は。
答 	 商工会をワンストップ相談窓口と位置付けてい
る。

問  創業や6次産業化に対する潜在的な需要を掘り起
こす取り組みは。

答 	 商工会の商人道場や田原市地域雇用創造協議会の
各種セミナー、体験型観光プログラム及び6次産
業新商品の公開セミナー等へ参加を促し、掘り起
こしにつなげている。観光体験博覧会「たはら巡
り～な」への参加連携で観光事業への参入にも結
び付けている。

問  富士市産業支援センター(f-Biz)を視察した。いま
中小企業・小規模事業者支援活動の成功事例とし
て全国的に話題の相談所である。本市においても
ご当地ビズの設置により産業支援に成果が出ると
確信するが市の考えは。

答 	 中小企業・小規模事業者の経営課題を解決する有
効な支援手段の一つと考える。本市の実情に合わ
せた支援策を検討していきたい。

経営課題を解決する有効な支援手段のひとつである

f-Biz型支援センター設置に対する考えは

問 

豊
橋
市
と
豊
川
市
は
、
預
金
債
権
と
借
入
金
等
の
相
殺
に
よ
る

ペ
イ
オ
フ
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
本
市
の
考
え
は
。

答	

預
金
債
権
と
借
入
金
等
と
の
債
務
の
相
殺
の
考
え
を
重
視
し
た

預
金
は
し
て
な
い
が
、
結
果
的
に
は
預
け
入
れ
し
て
い
る
金
融

機
関
の
大
部
分
か
ら
地
方
債
の
借
り
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、
預

金
と
借
入
金
の
相
殺
が
で
き
る
部
分
も
あ
る
。

問 

本
市
が
債
券
運
用
し
て
い
な
い
理
由
は
。

答	

財
政
状
況
に
よ
り
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

現
在
の
と
こ
ろ
は
、
長
期
運
用
が
必
要
な
債
券
運
用
は
行
っ
て

い
な
い
。

問 

今
後
、
ま
す
ま
す
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る
中
で
の
公
金
運
用

の
方
針
は
。

答	

財
政
状
況
や
金
利
の
動
向
を
確
認
し
た
り
、
各
基
金
担
当
課
と

情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
田
原
市
資
金
管
理
運
用
委
員
会
を
定

期
的
に
開
催
し
、
確
実
か
つ
効
率
的
な
運
用
を
行
っ
て
い
く
。

無派不撓クラブ
廣中  清介
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交
通
安
全
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問 

高
齢
者
向
け
に
サ
ポ
カ
ー(

※)

等
購
入
に
対
す
る
補
助
制
度
を

設
け
る
考
え
は
。

答	

新
車
購
入
は
経
済
的
負
担
が
大
き
い
た
め
、
買
い
替
え
を
促
す

形
で
の
補
助
制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

問 

所
有
の
車
に
後
付
け
で
き
る
安
全
装
置
の
装
着
支
援
は
で
き
な

い
か
。

答	

先
行
自
治
体
の
支
援
制
度
の
状
況
や
高
齢
者
安
全
対
策
全
般
の

動
向
、
市
内
の
事
故
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

問 

道
路
横
断
中
の
事
故
が
多
い
の
で
、
地
域
や
家
族
に
よ
る
高
齢

者
の
見
守
り
を
強
化
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
の
考
え
は
。

答	

警
察
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
他
、
田
原
市
地
域
交
通
安
全

活
動
推
進
委
員
、
高
齢
者
交
通
安
全
協
力
員
、
民
生
委
員
な
ど

と
協
力
し
見
守
る
体
制
を
強
化
し
た
い
。

問  田原福祉専門学校の民営化を進めるための具体的
な検討が、いつ頃から開始され、どのように検討
されたか。

答 	 昨年度の夏ごろ、次年度の学生数の減少が見込ま
れたので、学校存続のため民営化への可能性を探
ることとした。

問  民営化の検討を進めるにあたり、今回「公募」で
なく相手方をあらかじめ「選定」しているが、そ
の理由は。

答 	 専門学校設立趣旨を尊重し、本市の介護状況や老
人福祉に精通しており、地域への貢献度の高い市
内法人にお願いしたいと考え、社会福祉法人福寿
園を選定した。

問  民営化後も円滑な学校運営が図られるための今後
の市の関わり方は。

答 	 市と福寿園が合意を図りながら、当分の間、教職
員を派遣するなどして、専門学校の教育理念の継
承と介護福祉士の養成に努める。

田原福祉専門学校の民営化について
問  地域等にも個別説明をしたとのことだが、対象地

域と反応は。
答 	 田原中部校区コミュニテイ協議会、巴江町内会、
および地元自治会の方々に説明し、理解していた
だけたと感じている。

問  民営化をスムーズに進めるために、民営化の良さ
を引き出し、市民に周知を図り、理解してもらう
ことが必要と思うが、市の考えは。

答 	 今後も機会をとらえ、丁寧に市民への周知を図っ
ていく。

機会をとらえ、丁寧に市民への周知を図っていく

田原福祉専門学校民営化について、
市民への周知は

かがやき
内藤  喜久枝

先
行
自
治
体
の
支
援
制
度
の
状
況
や
高
齢
者
安

全
対
策
全
般
の
動
向
、
市
内
の
事
故
状
況
な
ど

踏
ま
え
検
討
し
た
い

後
付
け
で
き
る
安
全
装
置
の

装
着
支
援
は
で
き
な
い
か

市民クラブ
赤尾  昌昭
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ここが聞きたい 般一 質 問

問  田原福祉専門学校に看護学科創設が可能かの判断
を前校長任命前にできていたのか。

答 	 就任後具体的に検討することになっていたので、
判断まではしていない。

問  看護学科創設に向け、前々校長に辞めてもらい、
前々校長の3倍近い費用を要する前校長を任命し
たことに間違いはないか？

答 	 任命したのは事実である。

問  前々校長と前校長在職中の入学者数の比較は。
答 	 大きな動きはない。

問  結果として目的を達成しなかった前校長を任命し
たのは市長で間違いないか。

答 	 間違っていない。

問  PFI事業を進めるうえで市がコンサルタント会社
を入れる目的は。

答 	 専門的知識が必要であり、職員では対応が難しい
ため、業者に委託している。

市長公約について

PFI事業について

問  炭生館、給食センターのコンサルタント会社名は。
答 	 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社で
ある。

問  炭生館、給食センターの経理担当会社名は。
答 	 三菱UFJリース株式会社である。

問  コンサルタント会社とPFI事業者の経理担当会社
がグループ企業に間違いないか。

答 	 同じグループの一員と認識している。

問  炭生館整備当時、PFI事業に係る審査委員や応募
企業等の相関関係の調査を行ったか。

答 	 調査に関する記録は残っていない。

問  市役所OBが何名、どのような役職で炭生館に雇
用されたか。

答 	 事務長や館長として現在を含め３名勤務してい
る。

問  その3名の中に現市長は含まれているか。
答 	 入っている。

前校長任命前に具体的な検討と判断はしていない

田原福祉専門学校に看護学科創設が可能か
の判断を前校長任命前にできていたのか

問 

小
中
学
校
で
の
交
通
安
全
教
育
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答	

児
童
生
徒
の
命
を
守
り
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を
最
優
先
に
、

小
学
校
で
は
危
険
を
察
知
し
、
回
避
し
た
り
予
防
し
た
り
す
る

能
力
を
育
成
。
中
学
校
で
は
、
通
学
手
段
が
多
様
に
な
る
た
め
、

自
ら
考
え
て
交
通
安
全
に
留
意
す
る
姿
勢
を
指
導
し
て
い
る
。

問 

自
転
車
通
学
の
中
学
生
に
は
道
路
を
横
断
す
る
際
、
降
り
て
渡

る
こ
と
を
徹
底
す
る
考
え
は
。

答	

学
校
に
よ
り
状
況
は
異
な
る
の
で
各
校
の
取
り
組
み
を
尊
重
す

る
が
、
道
路
横
断
時
降
車
の
安
全
性
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
改

め
て
交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
こ
と
の
大
切
さ
や
学
校
の
役
割

の
大
き
さ
も
伝
え
な
が
ら
、
取
り
組
み
が
進
む
よ
う
に
働
き
か

け
る
。

問 

交
差
点
の
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
整
備
な
ど
、
今
後
の
安
全
対
策
の
進

め
方
は
。

答	

田
原
市
通
学
路
交
通
安
全
推
進
協
議
会
等
か
ら
の
危
険
指
摘
箇

所
に
つ
い
て
点
検
や
対
策
会
議
等
を
行
い
、
道
路
構
造
令
に
準

拠
し
た
交
通
安
全
施
設
整
備
に
取
り
組
む
。

みんなの党田原市議団
岡本  重明

（
※
）	

サ
ポ
カ
ー
：
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
な
ど
の
先
進
安
全
技
術
で
ド
ラ

イ
バ
ー
の
安
全
運
転
を
支
援
し
て
く
れ
る
車

【
お
詫
び
と
訂
正
】

田
原
市
議
会
だ
よ
り
№
72
の
14
ペ
ー
ジ

古
川
美
栄
議
員
の
１
問
目
の
答
に
お
い
て
、
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

「
70
歳
以
上
で
７
万
７
０
８
人
」
は
、
正
し
く
は
「
70
歳
以
上
で

７
７
０
８
人
」
で
す
。

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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8月8日・9日
東三河広域連合議会

10月2日
栃木県那須町議会　行政視察受入

定例会が開催され、田原市議会選出の岡
本禎稔議員、古川美栄議員、辻史子議員
が出席しました。

「議会活性化の取り組み」について視察
を受け入れました。

8月2日
東三河市町村議会議員・
議会事務局職員合同研修会

9月27日
設楽町議会との交流

東三河8市町村の議員・議会事務局職員が
集い、「ここが勘所！行政・議会における
災害対応」についての講演を聴講しました。

設楽町議会議員12名が田原市を訪問。親
子交流館「すくっと」などの市内視察を
して、交流を図りました。

7月2日
文教厚生委員会市外視察

8月31日
田原市総合防災訓練

愛知県立豊橋特別支援学校及び愛知県立
豊川特別支援学校本宮校を視察しまし
た。

田原市総合防災訓練に議員が参加し、議
会情報伝達訓練を行いました。

議会視察報告

総務産業委員会
（7月8日～10日）

【視察テーマ・場所】
・	「産業支援（富士市産業支援センターf-Biz）の取
り組みについて」（静岡県富士市）

・	「温泉まちづくりについて」
	（群馬県吾妻郡草津町）
・	「ガーデンシティの取り組みについて」
	（埼玉県深谷市）

【参考になった点・所感】
・	産業支援の目的は地域活性化。そのために事業
開発支援からフォローアップまでの仕組みが
しっかりと構築されている。(富士市)

・	温泉だけでなく周辺の景観整備を併せて行うこ
とが観光誘致に繋がり、民間投資の活発化への
足ががりになっている。(草津町)

・	「花のまち」でありながら印象が強くないという
課題に対し、ボランティアと市との連携で駅前
のガーデニングや市民の森「ふかや緑の王国」
の整備などの取り組みをしている。(深谷市)

議
会
の
活
動

議
会
の
活
動
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議会視察報告

広報広聴委員会
（8月5日～6日）

【視察テーマ・場所】
・	｢出前講座の実施状況について」
	 ｢議会報告会の手法について｣	（神奈川県秦野市）
・	「議会報告会の実施状況について」
	「政策討論会の手法、状況について」（静岡県掛川市）
・	「議会報告会の手法、状況について」
	「常任委員会と関係団体との意見交換会の手法、状
況について」	（静岡県磐田市）

【視察テーマ・場所】
・	「小中学校ＩＣＴ教育推進事業について」
	（愛媛県西条市）
・	「四国中央市地域児童見守りシステムについて」
	（愛媛県四国中央市）
・	「トンネルコンポスト方式によるごみ処理について」
	（香川県三豊市　バイオマス資源化センターみとよ）
・	「障害者施策の先進的な取り組みについて」
	（兵庫県明石市）

議会視察報告

文教厚生委員会
（7月29日～31日）

【参考になった点・所感】
・	校務支援システム等のクラウド化は、情報保護
の観点だけでなく、情報の共有化、利便性を高め、
教職員の負担軽減に寄与している。（西条市）

・	ＩＣカードによる見守りシステム導入で、早期
に問題が発見でき、問題発生時の初動体制の改
善や犯罪抑止効果が期待できる。（四国中央市）

・	合理的配慮の提供支援として、スロープや手す
りの設置、点字メニューの作成、筆談ボード等
への助成制度がある。相談窓口でも障害者への
配慮が十分なされている。（明石市）

【参考になった点・所感】
・	市内高校への出前講座で議会について説明し、
若者の市政への参加意識の醸成に努めている。
(秦野市)

・	議会報告会にワークショップ方式を取り入れる
ことで、それとなくノイジーマイノリティを抑
え込み、有意義な報告会を実現している。(秦野
市・磐田市)

・各常任委員会がテーマを決めて調査・研究を進め、
議会報告会で議論を深めて民意を聴取、政策討
論を経て政策提言へ結び付けている。(掛川市)

視察報告書の詳しい内容は、田原市議会ＨＰをご覧ください。田原市議会ＨＰ⇒市議会の案内⇒各種報告書⇒■行政視察報告書
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お知らせ　information

12/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

令和元年第4回定例会（12月議会）会期
12月2日（月）～16日（月）

日 月 火 水 木 金 土

10:00		開会
　（9日　総務産業委員会…13:30開会）
日程及び時間は、変更になる場合があります。

　議会ホームページで本会議（一般質問）の映像を
見ることができます。

www2.city.tahara.aichi.jp/gikai/

田原市議会▶
▶インターネット議会中継

生中継・録画中継

パソコン・スマート
フォン・タブレットで
見られます。

　市民の皆さんから広くご意見をお聴かせいただくため、「市政広聴会」を始めました。
　ご意見、ご提案などを施策に反映する議会の窓口です。お気軽にお申し込みください。

▪・対　　象：・ 5名以上で共通の活動をしている市民及び団体（単一事業者は除く）
・ ・例）農業・商工団体、社会教育団体、福祉団体など
▪・日　　時：・ 平日（月曜日から金曜日）午前９時から午後５時までの希望する日時
▪・場　　所：・ 田原市役所　南庁舎５階
▪・申込方法：・ 希望日の1週間前までに
・ ①代表者の氏名、連絡先、人数
・ ②団体としての活動内容
・ ③希望日時
・ を電話またはＦＡＸ、電子メール

でお申し込みください。

■  今後、日時や場所を広げていく予定です。
■	申込み・問い合わせ先：田原市議会事務局
・ TEL0531-23-3533／FAX0531-22-5952／E-mail:gikai@city.tahara.aichi.jp

田原市議会「市政広聴会」

地域の課題が放
置されている。地域、市を盛り上

げる秘策がある！
他市町では支援
策があるけど、田
原市にはない。

市に頼まれると断りにくいけ
ど、実は限界。

本会議
（議案審議）

本会議
（一般質問）

文教厚生委員会
総務産業委員会

予算決算委員会 議会運営委員会
・同協議会

本会議
（採決等）
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市民の皆さんと議員が、それぞれの関心事のテーマでグループに分かれ、意見交換を行いました。

８月４日（日）：田原市中央図書館　くつろぎコーナー

20名の方にご参加いただき、各グループで多くの意見をいただきました。

図書館で議員と語ろうホリデー

（
各
グ
ル
ー
プ
で
の
討
議
）

▪
中
央
図
書
館
に
入
る
と
正
面
に
「
花
生
産
日
本
一
」
と

し
て
鉢
花
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
花
生
産
日
本
一
を
も
っ

と
観
光
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
。

▪
渥
美
地
区
の
伊
良
湖
で
温
泉
を
掘
削
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
田
原
地
区
で
も
温
浴
施
設
等
が
あ
れ
ば
、
市
内
の

人
も
喜
ぶ
し
、
市
外
か
ら
訪
れ
る
方
も
増
え
る
と
思
う
。

▪
買
物
弱
者
、
医
療
弱
者
に
な
っ
て
は
、
生
活
が
回
ら
な

い
。
弱
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
に
。

▪
親
元
就
農
補
助
金
は
、
農
業
に
入
る
き
っ
か
け
と
な
り
、

帰
っ
て
く
る
息
子
さ
ん
も
多
く
、
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

▪
女
性
を
田
原
に
引
き
留
め
る
に
は
、
本
人
が
し
た
い
仕

事
が
確
保
で
き
る
労
働
環
境
整
備
が
必
要
。

▪
東
日
本
大
震
災
後
、
多
く
の
問
題
が
発
生
し
た
が
、
そ

の
中
で
も
「
瓦
礫
の
処
理
・
処
分
」
は
大
き
な
問
題
と

し
て
尾
を
引
い
た
。
全
国
で
瓦
礫
処
理
に
関
す
る
条
例

が
制
定
さ
れ
た
と
聞
く
が
、
田
原
市
は
ど
う
な
の
か
。

（
感
想
）

▪
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
来
て
、
み
な
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
意

見
が
聞
け
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
の
こ
と
や
障
害
者
支

援
の
こ
と
も
、
と
て
も
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

▪
普
段
な
か
な
か
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
気
楽
に
伝
え
ら

れ
、
非
常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
。

▪
中
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、
永
続
し
て
い
く
の
に
役
立

つ
策
を
講
じ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

▪
い
ろ
い
ろ
な
話
が
聞
け
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う

い
う
活
動
が
あ
れ
ば
、
ま
た
参
加
し
た
い
。

▪
知
ら
な
い
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を

認
識
し
た
。

▪
議
員
と
市
民
の
意
見
交
換
の
場
は
第
一
歩
。次
の
一
歩
へ
。

▪
議
員
の
方
と
直
接
話
を
す
る
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
の

で
、
と
て
も
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

あなたも自分の声を
議員に伝えて
みませんか？

市民の声

田原市図書館のキャラクター
「なのビィ」

「
市
民
の
声
を
政
策
に
！
」

　
田
原
市
議
会
で
は
、
議
会
報
告
会
や
今
回
の
議
員
と

語
ろ
う
ホ
リ
デ
ー
な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
意
見
を
も
と
に
、
議
会
と
し
て
の
政
策
提
案

を
行
う
べ
く
、
現
在
そ
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
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パートさん
しその葉の摘み取り作業

しその葉の結束・パック詰め

（応募）まずはお気軽にお電話ください。

内職さん
募
集

TEL 0531-37-0447
（有）前田園芸 田原市江比間町二字郷中45

自宅：TEL0531-37-0447

パートさん
内職さん
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田
原
福
祉
専
門
学
校

　
　「
田た

っ
ぷ
く
ぐ
み

福
組
」の
皆
さ
ん

｜
｜

田
原
祭
り
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　
平
成
12
年
度
か
ら
、
学
生
の
自
主
的
な
活
動
「
田
福
組
」
と
し

て
参
加
し
て
い
ま
す
。
学
校
の
理
念
で
あ
る
「
地
域
に
開
か
れ
た

学
校
」
に
基
づ
き
、
学
生
が
田
原
の
歴
史
と
伝
統
を
通
じ
て
文
化

的
感
性
を
磨
き
、
地
域
の
教
育
力
の
も
と
、
自
ら
夢
を
描
け
る
人

間
に
育
っ
て
欲
し
い
と
の
願
い
か
ら
、
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

―
田
原
祭
り
に
参
加
し
て
良
か
っ
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と

は
？

　
地
域
の
方
た
ち
と
の
交
流
か
ら
、
改
め
て
田
原
の
文
化
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
学
校
の
み
ん
な
の
、
普
段
で
は
見
ら

れ
な
い
笑
顔
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
地
域
の
方
た
ち
と
昼

山
車
を
引
い
た
り
、
一
緒
に
踊
り
を
踊
っ
た
り
し
て
楽
し
か
っ
た

で
す
。

―
田
原
祭
り
に
参
加
し
て

大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？
（
準

備
も
含
め
て
）

　

行あ
ん
ど
ん
み
こ
し

燈
神
輿
の
製
作
や
踊

り
の
練
習
な
ど
の
祭
り
準

備
と
、
祭
り
当
日
に
行
燈

神
輿
を
担
い
で
歩
く
こ
と

が
大
変
で
し
た
。

―
田
原
祭
り
、
田
原
凧
ま
つ
り
、

た
っ
ぷ
く
祭
な
ど
、
地
元
地
域

と
の
関
わ
り
を
ど
う
思
い
ま
す

か
？

　
田
原
祭
り
、
凧
ま
つ
り
の
準

備
に
は
、
地
域
の
方
た
ち
な
ど

が
優
し
く
手
助
け
し
て
く
れ
ま

し
た
。
地
域
の
方
た
ち
と
交
流

し
な
が
ら
、
行
事
を
一
緒
に
成

し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

特
に
田
原
祭
り
が
終
わ
っ
た
際

に
は
、
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。

―
田
原
祭
り
へ
の
参
加
な
ど
、

地
元
地
域
と
の
関
わ
り
は
、
今

後
ど
う
な
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
か
。

　
行
事
に
参
加
す
る
の
は
と
て
も
楽
し
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
方
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
活
動
し
、
地
元
を
盛
り
上
げ
ら
れ

た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

（
聞
き
手
：
鈴
木
和
基
）
令
和
元
年
９
月
取
材


